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表 1 他者を通した省察に関する質問の変更例 

































































































































表 1 他者を通した省察に関する質問の変更例 
































































































あ  府（特別養護老人施設 名），県（特別養護老人施設 名，および老人保健施設
タイトルが入ります












表 2 介護者自身に関する省察項目の平均値（男女別） 
項 目 男性 女性 全体 
介護において自分の振る舞いに目を向けることがある   
利用者と話すとき，自分の態度に注意を向けることがある   
利用者と話すとき，自分の言動や態度を意識することがある   
利用者に対する自分の行動に気をつけることがある   
利用者と話した後，自分の言い方が適切かどうか考えることがある   
利用者に何か言う前に，自分の言動の影響を考えることがある   
利用者に何か言った後，その時の自分の感情について考えることがある   
利用者に何か伝えるとき，自分の言動や態度を意識することがある   
介護者としての自分の長所・短所を考えることがある   
自分の介護方針を振り返り，改善すべきところを考えることがある   
利用者を介護するということは，どういうことか考えることがある   
介護者としての信念について考えることがある   
平 均   

②利用者の省察




項目が  点で最も低かった．「利用者の言動に気をつけている」では，男性  点，
女性 点で女性の方が高く，「利用者の普段の行動から，利用者の長所・短所を考え
ることがある」では，男性 点，女性 点，であった（表 ）．

表 3 利用者に関する省察項目の平均値（男女別） 
項 目 男性 女性 全体
利用者と一緒にいるとき，利用者の行動に注意を向けることがある   
利用者の言動に気をつけている   
利用者と話しているとき，利用者の表情や態度に注意することがある   
利用者と話した後，利用者がどのように受けとめたか，考えることがある   
利用者がどう変わってきたかを考えることがある   
利用者と話す前に，利用者の受けとめ方について考えることがある   
あらかじめ利用者の行動や態度を予想しておくことがある   
利用者のこれからの行動の変化について考えることがある   
利用者にとって，将来何が必要か考えながら介護をしている   
利用者の普段の行動から，利用者の長所・短所を考えることがある   
利用者に関する長期的見通しについて考えることがある   
介護の出来事から利用者の本質について考えることがある   









 回答を「まれにある」を 点，「たまにある」を 点，「ときどきある」を 点，「よ
くある」を 点，「いつもある」を 点に数量化し分析した．省察に関する つの質問と
学習する組織の つの領域の平均値を求めた．
3-6 結果 
 回答数  名（％）のうち全回答者  名を対象とした．
（）対象者の概要
男性  名（），女性  名（）が  割を占めている．図  に対象者の年
代を示した．最も多い年代は， 歳代の男性で  名（），最も少ない年代は男
性の  歳代以上で  人であった．雇用形態は，全体では正規職員が  名（）
であった．保有資格では，全体の約 割が介護福祉士であった（図 ）．
図 1 対象者の年代 

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介護福祉士 社会福祉士 看護師 訪問介護員
初任者研修 介護職員基礎研修 無資格
タイトルが入ります















 女性が 割を占めていた．最も多い年代は，歳代の女性で 割，最も少ない年代は男







































項 目 男性 女性 全体
他の介護者の利用者に対する話し方に注意することがある   
他の介護者が利用者にどのように接しているかを注意深くみることができる   
他の介護者と自分の担当する利用者の話をすることで，自分が担当している
利用者の特徴に気づくことがある   
自分が担当している利用者以外と話をすることで，自分が担当している利用
者の特徴に気づくことがある   
他の介護者が担当している利用者の言動を注意深く見ることがある   
いろいろな話を聞いて，自分の介護観を見直すことがある   
介護過程の展開を意識して介護をしている   
自分が担当している利用者の介護過程の展開を定期的に見直している   
他の介護者の介護過程の展開を自分の介護にいかすことがある   
他の専門職の利用者に対する話し方に注意することがある   
他の専門職が利用者にどのように接しているかを注意深くみることができる   
他の専門職と自分の担当する利用者の話をすることで，自分が担当している
利用者の特徴に気づくことがある   























































 女性が 割を占めていた．最も多い年代は，歳代の女性で 割，最も少ない年代は男
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 本研究の課題は，施設のみで実施し  名を対象とした調査であり数的に少ないことが
あげられる．また，省察の態度に注目した尺度であるため省察の知識や技術，介護者の経
験なども含んだ検討が必要である． 
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